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(百万円未満切捨て)
１．2025年３月期の連結業績（2024年４月１日～2025年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期 93,734 8.0 6,487 16.3 8,299 32.7 7,799 73.7

2024年３月期 86,785 △7.0 5,580 20.3 6,255 △0.5 4,489 △10.2

(注) 包括利益 2025年３月期 7,192百万円(△17.4％) 2024年３月期 8,704百万円( 49.0％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2025年３月期 649.67 644.22 17.5 6.7 6.9

2024年３月期 372.46 370.32 11.6 6.3 6.4

(参考) 持分法投資損益 2025年３月期 1,366百万円 2024年３月期 310百万円

2025年３月期の持分法投資損益には、日本フェンオール株式会社の株式を追加取得し、当社の持分法適用関連会
社としたことに伴って発生した負ののれん相当額955百万円が含まれております。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年３月期 129,533 47,667 36.3 3,921.14

2024年３月期 118,543 43,180 35.7 3,507.42

(参考) 自己資本 2025年３月期 46,985百万円 2024年３月期 42,264百万円

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2025年３月期 8,074 812 △2,916 16,775

2024年３月期 2,541 △88 △3,462 10,428

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2024年３月期 － 60.00 － 90.00 150.00 1,811 40.3 4.7

2025年３月期 － 90.00 － 130.00 220.00 2,660 33.9 5.9

2026年３月期(予想) － 110.00 － 110.00 220.00 43.6

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）
(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 50,000 12.3 2,500 △14.4 2,800 △34.4 2,700 △46.3 225.10

通 期 105,000 12.0 6,600 1.7 7,150 △13.9 6,050 △22.4 504.36



※ 注記事項

（１）期中における連結範囲の重要な変更 ： 有

新規 ３社(社名)
台湾西華産業股份有限公司、
株式会社田中造船、
SC Group Asia Co., Ltd.

、除外 －社(社名)

（注）詳細は、添付資料P.12「３．連結財務諸表及び主な注記 （５）連結財務諸表に関する注記事項 (連結の範
囲または持分法適用の範囲の変更)」をご覧ください。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年３月期 12,320,650株 2024年３月期 12,320,650株

② 期末自己株式数 2025年３月期 337,953株 2024年３月期 270,720株

③ 期中平均株式数 2025年３月期 12,004,953株 2024年３月期 12,053,072株

（注）期末自己株式数及び期中平均株式数の算定に当たり控除する自己株式数には、「役員向け株式交付信託」の
信託財産として日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）が保有する当社株式を含めております。

(参考) 個別業績の概要
2025年３月期の個別業績（2024年４月１日～2025年３月31日）

（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期 62,359 9.3 3,113 63.6 4,272 41.1 5,121 125.3

2024年３月期 57,050 △14.3 1,902 △8.2 3,026 25.9 2,273 46.8

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期 424.93 421.38

2024年３月期 188.29 187.21

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年３月期 104,073 28,698 27.4 2,365.78

2024年３月期 95,561 27,386 28.4 2,247.14

(参考) 自己資本 2025年３月期 28,472百万円 2024年３月期 27,136百万円

＜個別業績の前期実績値との差異理由＞

個別業績の差異理由は、添付資料「１．経営成績等の概況（１）当期の経営成績の概況」にもあります通り、エネル

ギー事業における好調な業績推移等に基づくものであります。

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、
実際の業績は今後さまざまな要因によって異なる結果となる可能性があります。
重要性を鑑み、個別業績予想は開示を省略しております。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

①当期の経営成績

当連結会計年度におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善やインバウンド需要の高まりなどにより景気は緩

やかな回復の動きが見られる一方で、資源・原材料価格の高騰や消費者物価の上昇、地政学的リスクの高止まり、

各国の金融政策などに伴う経済への影響懸念など、先行きは依然として不透明な状況が続いております。

このような経済環境のもと、当連結会計年度における当社グループの業績につきましては、エネルギー事業にお

ける好調な業績推移や、プロダクト事業における連結子会社各社の堅調な業績推移が牽引し、売上高は前年同期比

8.0％増の937億34百万円、営業利益は前年同期比16.3％増の64億87百万円、経常利益は前年同期比32.7％増の82億

99百万円、親会社株主に帰属する当期純利益は前年同期比73.7％増の77億99百万円と何れも増加しました。

各セグメントの状況は、以下のとおりであります。

「エネルギー事業」

西日本各地区の原子力発電所向け防災・保安設備更新、火力発電所向け主要設備更新などの工事案件の受け渡しが

順調に進み、また持分法適用関連会社化した株式会社TVEや日本フェンオール株式会社との営業シナジーも加わり、

売上高は前年同期比18.4％増の351億58百万円、セグメント利益は前年同期比65.7％増の32億89百万円と大幅増益と

なりました。

「産業機械事業」

米国・タイの海外現地法人の業績は好調に推移したものの、ドイツ・中国の現地法人の業績が低迷し、加えて単体

の受注は拡大したものの大型案件の受け渡しが少なかったことから、売上高は前年同期比10.1％減の248億18百万

円、セグメント損失は３億25百万円（前年同期は１億50百万円のセグメント利益）となりました。

「プロダクト事業」

単体はUTドローンによるプラント設備点検商談や半導体関連商談などが拡大したことで堅調に推移し、欧州Tsurumi

(Europe) GmbHグループの業績も好調に推移したことから、売上高は前年同期比14.5％増の337億57百万円、セグメ

ント利益は前年同期比3.4％増の34億91百万円となりました。

なお、当社グループの海外売上高は、前年同期比4.6％減の160億69百万円となり、当社グループ全体の売上高に

占める割合が17.1％となりました。
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（２）当期の財政状態の概況

①資産、負債及び純資産の状況

当連結会計年度末の総資産は、前連結会計年度末に比べ109億90百万円（9.3％）増加し、1,295億33百万円となり

ました。これは、流動資産が102億33百万円、固定資産が７億56百万円増加したことによるものであります。流動資

産の増加は、前渡金が54億88百万円減少した一方で、現金及び預金が64億円、受取手形、売掛金及び契約資産が51

億89百万円、商品及び製品が36億65百万円増加したこと等によるものであります。また、固定資産の増加は、投資

有価証券が５億９百万円、建物及び構築物が１億60百万円増加したこと等によるものであります。

当連結会計年度末の負債の合計は、前連結会計年度末に比べ65億３百万円（8.6％）増加し、818億65百万円とな

りました。これは、前受金が49億30百万円、繰延税金負債が５億65百万円減少した一方で、支払手形及び買掛金が

106億99百万円、未払法人税等が14億81百万円増加したこと等によるものであります。

当連結会計年度末の純資産は、前連結会計年度末に比べ44億86百万円（10.4％）増加し、476億67百万円となりま

した。これは、その他の包括利益累計額が７億25百万円減少した一方で、株主資本が54億47百万円増加したこと等

によるものであります。

株主資本の増加は、自己株式が２億30百万円増加した一方で、利益剰余金が56億21百万円増加したこと等による

ものであります。利益剰余金の増加は、剰余金の配当21億75百万円による減少と、親会社株主に帰属する当期純利

益77億99百万円を計上したこと等によるものであります。

その他の包括利益累計額の減少は、為替換算調整勘定が５億48百万円増加した一方で、その他有価証券評価差額

金が12億88百万円減少したこと等によるものであります。

この結果、自己資本比率は前連結会計年度末の35.7％から36.3％となりました。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に

比べ63億47百万円増加し167億75百万円となりました。

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（イ）営業活動によるキャッシュ・フロー

当連結会計年度における営業活動によって、資金は80億74百万円増加（前連結会計年度25億41百万円）しており

ます。これは、前受金の減少50億93百万円（前連結会計年度175億95百万円の増加）、売上債権の増加50億36百

万円（前連結会計年度176億11百万円）、棚卸資産の増加35億73百万円（前連結会計年度７億円の減少）、投資

有価証券売却益27億81百万円（前連結会計年度２億４百万円）の計上、法人税等の支払額20億１百万円（前連結

会計年度24億７百万円）等の資金の減少があった一方で、税金等調整前当期純利益110億81百万円（前連結会計

年度64億45百万円）の計上、仕入債務の増加105億58百万円（前連結会計年度133億47百万円）、前渡金の減少55

億４百万円（前連結会計年度172億67百万円の増加）等による資金の増加があったことによるものです。

（ロ）投資活動によるキャッシュ・フロー

当連結会計年度における投資活動によって、資金は８億12百万円増加（前連結会計年度88百万円の減少）してお

ります。これは、関連会社株式の取得による支出18億13百万円（前連結会計年度―百万円）、有形固定資産の取

得による支出６億10百万円（前連結会計年度５億19百万円）等の資金の減少があった一方で、投資有価証券の売

却による収入32億38百万円（前連結会計年度４億65百万円）等の資金の増加があったことによるものです。

（ハ）財務活動によるキャッシュ・フロー

当連結会計年度における財務活動によって、資金は29億16百万円減少（前連結会計年度34億62百万円）しており

ます。これは、配当金の支払額21億63百万円（前連結会計年度13億84百万円）、自己株式の取得による支出２億

57百万円（前連結会計年度２百万円）、長期借入金の返済による支出１億58百万円（前連結会計年度―百万円）

等の資金の減少があったことによるものです。
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（４）今後の見通し

４ヶ年の中期経営計画「VIORB2030 Phase1」の３年目にあたる次期（2026年３月期）の当社の連結業績は、エネ

ルギー事業およびプロダクト事業は引き続き堅調に推移し、また産業機械事業も好調な受注状況により赤字体質か

らの改善が進むと見通しており、売上高は1,050億円（前期比12.0％増）、営業利益は66億円（前期比1.7％増）、

経常利益は71億50百万円（前期比13.9％減）、親会社株主に帰属する当期純利益は60億50百万円（前期比22.4％

減）を予想しております。

（５）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営の最重要課題の一つとしており、安定的な配当をすることを基本方

針としております。営業・財務両面にわたる効率的な業務運営により、経営基盤の強化を図るとともに、新しい事

業の開発などの資金需要に柔軟に対応しながら、総還元性向45％を目途とすることとしております。

このような配当方針のもと、当期末の配当金につきましては、通期の業績、財務状況等を踏まえ、株主の皆様へ

の利益還元を総合的に勘案した結果、１株当たり130円とさせていただく予定であります。これにより、中間配当90

円を加えた年間配当金は、１株当たり220円となる予定であります。

また、次期の配当金につきましては、上記の配当方針に基づき、１株当たり中間配当110円に期末配当110円を加

えた年間配当金220円を予想しております。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、日本基準を適用しております。なお、IFRSの適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、

適切に対応していく方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当連結会計年度
(2025年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 10,428 16,829

受取手形、売掛金及び契約資産 53,475 58,664

リース投資資産 34 32

有価証券 100 100

商品及び製品 7,805 11,470

仕掛品 442 458

原材料及び貯蔵品 1,708 1,942

前渡金 21,021 15,533

その他 736 981

貸倒引当金 △153 △179

流動資産合計 95,599 105,833

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,084 1,245

機械装置及び運搬具 252 275

工具、器具及び備品 441 524

賃貸用資産 674 681

リース資産 163 158

土地 2,039 2,108

建設仮勘定 2 0

有形固定資産合計 4,658 4,994

無形固定資産

のれん 156 63

施設利用権 118 116

ソフトウエア 348 219

その他 18 23

無形固定資産合計 642 423

投資その他の資産

投資有価証券 16,413 16,922

長期貸付金 34 30

繰延税金資産 586 674

その他 637 692

貸倒引当金 △30 △38

投資その他の資産合計 17,642 18,282

固定資産合計 22,943 23,699

資産合計 118,543 129,533
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当連結会計年度
(2025年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 44,588 55,287

短期借入金 7 11

リース債務 41 47

未払金 1,861 1,473

未払法人税等 788 2,270

前受金 20,791 15,861

賞与引当金 940 1,158

役員賞与引当金 123 159

その他 1,003 850

流動負債合計 70,146 77,119

固定負債

長期借入金 18 21

リース債務 133 121

退職給付に係る負債 2,558 2,572

役員退職慰労引当金 22 45

株式給付引当金 - 69

繰延税金負債 2,012 1,447

その他 470 469

固定負債合計 5,216 4,746

負債合計 75,362 81,865

純資産の部

株主資本

資本金 6,728 6,728

資本剰余金 2,040 2,097

利益剰余金 25,992 31,613

自己株式 △415 △645

株主資本合計 34,345 39,793

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 6,509 5,221

為替換算調整勘定 1,370 1,918

退職給付に係る調整累計額 38 52

その他の包括利益累計額合計 7,918 7,192

新株予約権 250 225

非支配株主持分 666 455

純資産合計 43,180 47,667

負債純資産合計 118,543 129,533
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（２）連結損益及び包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

売上高 86,785 93,734

売上原価 64,126 68,473

売上総利益 22,658 25,261

販売費及び一般管理費 17,078 18,774

営業利益 5,580 6,487

営業外収益

受取利息 18 23

受取配当金 270 287

有価証券売却益 4 2

持分法による投資利益 310 1,366

為替差益 54 30

その他 90 148

営業外収益合計 749 1,859

営業外費用

支払利息 13 6

手形売却損 5 -

その他 55 40

営業外費用合計 74 46

経常利益 6,255 8,299

特別利益

投資有価証券売却益 204 2,781

関係会社株式売却益 16 -

受取補償金 56 -

特別利益合計 278 2,781

特別損失

投資有価証券評価損 87 -

特別損失合計 87 -

税金等調整前当期純利益 6,445 11,081

法人税、住民税及び事業税 1,914 3,290

法人税等調整額 △55 △96

法人税等合計 1,858 3,193

当期純利益 4,587 7,887

（内訳）

親会社株主に帰属する当期純利益 4,489 7,799

非支配株主に帰属する当期純利益 97 88

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 3,291 △1,402

為替換算調整勘定 716 583

退職給付に係る調整額 53 △1

持分法適用会社に対する持分相当額 56 126

その他の包括利益合計 4,117 △695

包括利益 8,704 7,192

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 8,560 7,073

非支配株主に係る包括利益 143 119
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 6,728 2,040 22,813 △435 31,146

当期変動額

剰余金の配当 △1,388 △1,388

連結子会社株式の取

得による持分の増減
- -

資本移動に伴う持分

の変動
- -

連結範囲の変動 80 80

親会社株主に帰属す

る当期純利益
4,489 4,489

自己株式の取得 △2 △2

自己株式の処分 0 0 0

新株予約権の行使 △3 22 18

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 - - 3,178 19 3,198

当期末残高 6,728 2,040 25,992 △415 34,345

その他の包括利益累計額

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金

為替換算

調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括

利益累計額合計

当期首残高 3,140 692 15 3,847 218 524 35,736

当期変動額

剰余金の配当 △1,388

連結子会社株式の取

得による持分の増減
-

資本移動に伴う持分

の変動
-

連結範囲の変動 80

親会社株主に帰属す

る当期純利益
4,489

自己株式の取得 △2

自己株式の処分 0

新株予約権の行使 18

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

3,369 678 23 4,071 32 141 4,245

当期変動額合計 3,369 678 23 4,071 32 141 7,443

当期末残高 6,509 1,370 38 7,918 250 666 43,180
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当連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 6,728 2,040 25,992 △415 34,345

当期変動額

剰余金の配当 △2,175 △2,175

連結子会社株式の取

得による持分の増減
13 13

資本移動に伴う持分

の変動
29 29

連結範囲の変動 △0 △0

親会社株主に帰属す

る当期純利益
7,799 7,799

自己株式の取得 △257 △257

自己株式の処分 13 - - 13

新株予約権の行使 △2 27 24

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 - 57 5,621 △230 5,447

当期末残高 6,728 2,097 31,613 △645 39,793

その他の包括利益累計額

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金

為替換算

調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括

利益累計額合計

当期首残高 6,509 1,370 38 7,918 250 666 43,180

当期変動額

剰余金の配当 △2,175

連結子会社株式の取

得による持分の増減
13

資本移動に伴う持分

の変動
29

連結範囲の変動 △0

親会社株主に帰属す

る当期純利益
7,799

自己株式の取得 △257

自己株式の処分 13

新株予約権の行使 24

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△1,288 548 14 △725 △24 △210 △960

当期変動額合計 △1,288 548 14 △725 △24 △210 4,486

当期末残高 5,221 1,918 52 7,192 225 455 47,667
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 6,445 11,081

減価償却費 580 724

株式報酬費用 50 -

のれん償却額 101 105

持分法による投資損益（△は益） △310 △1,366

貸倒引当金の増減額（△は減少） 23 29

賞与引当金の増減額（△は減少） 239 217

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 3 35

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 29 11

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △0 △1

株式給付引当金の増減額（△は減少） - 69

有価証券売却損益（△は益） △4 △2

投資有価証券評価損益（△は益） 87 -

投資有価証券売却損益（△は益） △204 △2,781

関係会社株式売却損益（△は益） △16 -

受取利息及び受取配当金 △289 △311

支払利息 13 6

売上債権の増減額（△は増加） △17,611 △5,036

リース投資資産の増減額（△は増加） 30 1

棚卸資産の増減額（△は増加） 700 △3,573

前渡金の増減額（△は増加） △17,267 5,504

仕入債務の増減額（△は減少） 13,347 10,558

前受金の増減額（△は減少） 17,595 △5,093

未収消費税等の増減額（△は増加） 317 △19

未払消費税等の増減額（△は減少） 575 △470

その他の資産・負債の増減額 210 △57

小計 4,647 9,631

利息及び配当金の受取額 273 301

利息の支払額 △13 △6

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △2,407 △2,001

その他 42 149

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,541 8,074
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(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 - △51

定期預金の払戻による収入 - 70

有価証券の取得による支出 △46 △46

有価証券の売却による収入 52 47

投資有価証券の取得による支出 △96 △39

投資有価証券の売却による収入 465 3,238

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ
る収入

29 -

関連会社株式の取得による支出 - △1,813

関連会社株式の売却による収入 - 37

関係会社の清算による収入 121 -

有形固定資産の取得による支出 △519 △610

有形固定資産の売却による収入 49 12

無形固定資産の取得による支出 △127 △100

無形固定資産の売却による収入 - 14

貸付けによる支出 △14 △4

貸付金の回収による収入 7 7

差入保証金の差入による支出 △53 △10

差入保証金の回収による収入 49 9

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る収入

- 55

その他 △6 △2

投資活動によるキャッシュ・フロー △88 812

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △2,007 -

長期借入金の返済による支出 - △158

配当金の支払額 △1,384 △2,163

自己株式の取得による支出 △2 △257

自己株式の売却による収入 0 0

非支配株主への配当金の支払額 △21 △134

非支配株主への株式の払戻しによる支出 - △22

非支配株主への株式の発行による収入 - 3

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得
による支出

- △137

その他 △46 △45

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,462 △2,916

現金及び現金同等物に係る換算差額 335 330

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △672 6,300

現金及び現金同等物の期首残高 10,653 10,428

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 447 46

現金及び現金同等物の期末残高 10,428 16,775
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(連結の範囲または持分法適用の範囲の変更)

連結の範囲の変更

前連結会計年度末において持分法非適用非連結子会社であった台湾西華産業股份有限公司は、営業開始により重要

性が増したため、当連結会計年度より連結の範囲に含めております。

株式会社田中造船については、当社連結子会社であるセイカダイヤエンジン株式会社が、同社の株式を取得したこ

とにより、連結子会社に該当することとなったため、当連結会計年度より連結の範囲に含めております。

SC Group Asia Co., Ltd.については、新たに設立したため、当連結会計年度より連結の範囲に含めております。

持分法適用の範囲の変更

日本フェンオール株式会社の株式を追加取得したことにより、関連会社に該当することとなったため、当連結会計

年度より持分法の適用範囲に含めております。

(連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項)

１ 会計方針に関する事項

(1) 重要な資産の評価基準および評価方法

① 有価証券

売買目的有価証券

時価法

なお、売却原価は移動平均法により算定しております。

満期保有目的の債券

償却原価法（定額法）

その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの

時価法

なお、評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定しております。

市場価格のない株式等

移動平均法による原価法

なお、投資事業組合等への出資については、組合の財産の持分相当額に基づき評価しております。

② デリバティブ

時価法

③ 棚卸資産

先入先出法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切り下げの方法により算定）

ただし、在外連結子会社は主として個別法による低価法を、国内連結子会社は主として総平均法による原価法

（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切り下げの方法により算定）を採用しております。
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(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法

① 有形固定資産（リース資産を除く）

定率法

ただし、賃貸用資産のうち、賃貸借契約（賃貸料均等収入）に基づくものおよび1998年４月１日以降に取得し

た建物（建物附属設備を除く）並びに2016年４月１日以降に取得した建物附属設備、構築物並びに一部の連結

子会社は、定額法によっております。

② 無形固定資産（リース資産を除く）

定額法

なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法を採用してお

ります。

③ リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

(3) 重要な引当金の計上基準

① 貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については、貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権

については、個別に回収可能性を検討して、回収不能見込額を計上しております。

② 賞与引当金

従業員賞与および取締役でない執行役員賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当連結会計年度負担額を

計上しております。

③ 役員賞与引当金

取締役賞与の支給に備えるため、支給見込額を計上しております。

④ 役員退職慰労引当金

一部の連結子会社において、取締役の退職慰労金の支出に備えるため、内規に基づく当連結会計年度末要支給

額を計上しております。

⑤ 株式給付引当金

取締役および取締役でない執行役員への当社株式等の支給に備えるため、株式給付債務の見込額を計上してお

ります。

(4) 退職給付に係る会計処理の方法

① 退職給付見込額の期間帰属方法

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法については、

給付算定式基準によっております。

② 数理計算上の差異、過去勤務費用および会計基準変更時差異の費用処理方法

会計基準変更時差異は発生しておりません。

数理計算上の差異は、発生の翌連結会計年度に一括費用処理することとし、過去勤務費用はその発生年度に一

括費用処理することとしております。

③ 小規模企業等における簡便法の採用

一部の連結子会社は、退職給付に係る債務および退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末自己都合要支給

額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。
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(5) 重要な収益および費用の計上基準

① 主要な事業における主な履行義務の内容および収益を認識する通常の時点

当社グループは、エネルギー、産業機械、プロダクト分野の機械設備およびそれらの関連機器並びにこれらに

附帯する製品の販売、保守、サービス等に係る事業を国内外にわたって営んでおります。

これらの事業のうち、製品の販売につきましては、顧客との契約において、受注した製品を引き渡す義務を負

っており、これらの履行義務を充足する時点は、顧客との契約に基づき製品の引渡時点で製品の支配が顧客に

移転すると判断していることから、当該製品の引渡時点で収益を認識しております。また、サービス等の役務

提供取引につきましては、顧客との契約に基づき履行義務が充足される役務提供完了時点で収益を認識してお

ります。

また、当社グループが代理人として商品の販売に関与している場合には、純額で収益を認識しております。

なお、収益は顧客との契約において約束された対価から、値引き、リベートおよび返品等を控除した金額で測

定しております。

② ファイナンス・リース取引に係る収益の計上基準

リース料受取時に売上高と売上原価を計上する方法によっております。

(6) のれんの償却方法および償却期間

５年間の定額法により償却を行っております。

(7) 連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

連結キャッシュ・フロー計算書における資金（現金及び現金同等物）は、手許現金、随時引き出し可能な預金お

よび容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない取得日から３ヶ月以内に償還

期限の到来する短期投資からなっております。

(8) その他連結財務諸表作成のための重要な事項

控除対象外消費税等の会計処理

控除対象外消費税および地方消費税は、当連結会計年度の費用として処理しております。

(重要な会計上の見積り)

繰延税金資産の回収可能性

(1) 当連結会計年度の連結財務諸表に計上した金額 674百万円

(2) 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

繰延税金資産は、税務上の繰越欠損金のうち未使用のものおよび将来減算一時差異を利用できる課税所得が生

じる可能性が高い範囲内で認識しております。課税所得が生じる可能性の判断においては、将来獲得しうる課

税所得の時期および金額を合理的に見積り、金額を算定しております。

これらの見積りは将来の不確実な経済状況および会社の経営状況の影響を受け、実際に生じた時期および金額

が見積りと異なった場合、翌連結会計年度以降の連結財務諸表において認識する金額に重要な影響を与える可

能性があります。また、税制改正により実効税率が変更された場合に、翌連結会計年度以降の連結財務諸表に

おいて認識する金額に重要な影響を与える可能性があります。
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(会計方針の変更)

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年改正会計

基準」という。）等を当連結会計年度の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－３項た

だし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28号2022

年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65－２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

ります。なお、当該会計方針の変更による連結財務諸表への影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表におけ

る取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当連結会計年度の期首から適用しております。

当該会計方針の変更は、遡及適用され、前連結会計年度については遡及適用後の連結財務諸表となっております。な

お、当該会計方針の変更による前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。

(追加情報)

連結貸借対照表に関する注記

偶発債務

当社はある取引先から設備の性能未達を理由に契約解除に係る原状回復費用として479百万円の支払いを求める

損害賠償請求訴訟を提起され、現在係争中であります。当社の正当性が全面的に受け容れられるよう、主張し

てまいります。

なお、現時点で将来発生した場合の債務の金額を合理的に見積もることができないため、当該偶発債務に係る

引当金は計上しておりません。

連結損益計算書に関する注記

持分法による投資利益

日本フェンオール株式会社の株式を追加取得し、当社の持分法適用関連会社としたことに伴って発生した負の

のれん相当額955百万円を持分法による投資利益に計上しております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

１ 報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役

会が、経営資源の配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。

当社グループは、エネルギー、産業機械、プロダクトの各事業をセグメント分けし、それぞれの分野でニーズのあ

る主要設備、付帯する関連設備、環境設備を中心に販売、保守、サービス等に係る事業を国内外にわたって展開し

ております。各セグメントの分類と主な取扱製品及びサービスは次のとおりであります。

セグメント 主な取扱製品及びサービス

エネルギー事業

・火力・原子力・水力・バイオマス等の事業用発電設備の販
売・保守

・石油・化学・製鉄等の基幹産業向け自家発電設備の販売・保
守

・環境保全・セキュリティ等の発電所周辺設備の販売・保守

産業機械事業
・様々な産業の工場の省エネ、省人化、ＤＸ化等、生産効率向
上や環境負荷低減に貢献する設備・製品の販売とアフターメ
ンテナンス

プロダクト事業

・ニッチトップな最先端計測機器類の販売
・エレクトロニクス業界向け表面実装設備、基板等原材料の販
売

・水中ポンプ、漁船用エンジン、バルブ等の競争力や独自性の
高い製品の販売

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計方針は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」における記載

と概ね同一であります。事業セグメントの利益は、各報告セグメント営業利益に準じて算定した数値であります。

セグメント間の売上高は第三者間取引に基づいております。
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３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報並びに収益の分解情報

前連結会計年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

(単位：百万円)

エネルギー
事業

産業機械
事業

プロダクト
事業

合計

売上高

顧客との契約から生じる収益 29,701 27,604 29,478 86,785

外部顧客への売上高 29,701 27,604 29,478 86,785

セグメント間の
内部売上高又は振替高

29 446 1,600 2,076

計 29,731 28,051 31,078 88,861

セグメント利益 1,984 150 3,378 5,513

セグメント資産 54,971 16,036 30,561 101,569

その他の項目

減価償却費 16 36 467 521

持分法適用会社への
投資額

79 － 3,798 3,878

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

42 61 507 611

当連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

(単位：百万円)

エネルギー
事業

産業機械
事業

プロダクト
事業

合計

売上高

顧客との契約から生じる収益 35,158 24,818 33,757 93,734

外部顧客への売上高 35,158 24,818 33,757 93,734

セグメント間の
内部売上高又は振替高

37 417 1,024 1,479

計 35,196 25,236 34,781 95,214

セグメント利益又は損失（△） 3,289 △325 3,491 6,455

セグメント資産 54,627 20,413 37,247 112,288

その他の項目

減価償却費 18 42 586 648

持分法適用会社への
投資額

80 － 7,016 7,097

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

34 120 547 702
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５ 報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

(単位：百万円)

売上高 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 88,861 95,214

セグメント間取引消去 △2,076 △1,479

連結財務諸表の売上高 86,785 93,734

(単位：百万円)

利益 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 5,513 6,455

取引消去に伴う調整額 74 69

棚卸資産の調整額 △9 △37

その他の調整額 0 △1

連結財務諸表の営業利益 5,580 6,487

(単位：百万円)

資産 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 101,569 112,288

セグメント間取引消去 △2,651 △3,430

全社資産（注） 19,868 20,956

棚卸資産の調整額 △242 △279

その他の調整額 △1 △0

連結財務諸表の資産合計 118,543 129,533

（注）全社資産は、主に親会社での余資運用資金（現金及び預金）、長期投資資金（投資有価証券）

および管理部門に係る資産等であります。

(単位：百万円)

その他の項目

報告セグメント計 調整額
連結財務諸表

計上額

前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

減価償却費 521 648 58 75 580 724

持分法適用会社への
投資額

3,878 7,097 － － 3,878 7,097

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

611 702 208 68 820 770
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【関連情報】

前連結会計年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

１ 製品およびサービスごとの情報

セグメント情報に同様の記載をしているため、記載を省略しております。

２ 地域ごとの情報

(1) 売上高

(単位：百万円)

日本 アジア 欧州 米国 その他 合計

69,948 5,485 9,622 1,285 442 86,785

(注) 売上高は製品・商品の納入先企業の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

(2) 有形固定資産

(単位：百万円)

日本 アジア 欧州 米国 その他 合計

4,084 155 354 63 － 4,658

３ 主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載を省略してお

ります。

当連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

１ 製品およびサービスごとの情報

セグメント情報に同様の記載をしているため、記載を省略しております。

２ 地域ごとの情報

(1) 売上高

(単位：百万円)

日本 アジア 欧州 米国 その他 合計

77,665 2,870 10,746 1,995 456 93,734

(注) 売上高は製品・商品の納入先企業の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

(2) 有形固定資産

(単位：百万円)

日本 アジア 欧州 米国 その他 合計

4,394 155 377 66 － 4,994

３ 主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載を省略してお

ります。
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【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

該当事項はありません。

当連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

該当事項はありません。

【報告セグメントごとののれんの償却額および未償却残高に関する情報】

前連結会計年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

(単位：百万円)

エネルギー
事業

産業機械
事業

プロダクト
事業

合計

当期償却額 － － 101 101

当期末残高 － － 156 156

当連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

(単位：百万円)

エネルギー
事業

産業機械
事業

プロダクト
事業

合計

当期償却額 － － 105 105

当期末残高 － － 63 63

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前連結会計年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

該当事項はありません。

当連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

プロダクト事業において、日本フェンオール株式会社の株式を追加取得し、当社の持分法適用関連会社としたこと

に伴って発生した負ののれん相当額955百万円を持分法による投資利益に計上しております。

なお、持分法による投資利益は営業外収益のため、セグメント利益には含まれておりません。

(１株当たり情報)

１株当たり純資産額および１株当たり当期純利益並びに潜在株式調整後１株当たり当期純利益は、以下のとおり

であります。

前連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

１ １株当たり純資産額 3,507円42銭 １ １株当たり純資産額 3,921円14銭

２ １株当たり当期純利益 372円46銭

３ 潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

370円32銭

２ １株当たり当期純利益 649円67銭

３ 潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

644円22銭

(注) １ １株当たり純資産額および１株当たり当期純利益の算定において、「役員向け株式交付信託」の信託財産と

して日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）が保有する当社株式を自己株式として処理している

ことから、期末発行済株式数および期中平均株式数は当該株式を控除対象の自己株式に含めて算出しており

ます。（当連結会計年度末株式数56千株、当連結会計年度期中平均株式数35千株）

(注) ２ １株当たり当期純利益および潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであり

ます。
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前連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

(百万円) (百万円)

１株当たり当期純利益 １株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する

当期純利益
4,489

親会社株主に帰属する

当期純利益
7,799

普通株主に帰属しない金額 － 普通株主に帰属しない金額 －

普通株式に係る親会社株主に

帰属する当期純利益
4,489

普通株式に係る親会社株主に

帰属する当期純利益
7,799

普通株式の期中平均株式数 12,053千株 普通株式の期中平均株式数 12,004千株

潜在株式調整後１株当たり

当期純利益

潜在株式調整後１株当たり

当期純利益

親会社株主に帰属する

当期純利益調整額
－

親会社株主に帰属する

当期純利益調整額
－

普通株式増加数 69千株 普通株式増加数 101千株

（うち新株予約権） (69千株) （うち新株予約権） (101千株)

希薄化効果を有しないため、

潜在株式調整後１株当たり当期

純利益の算定に含めなかった

潜在株式の概要

―

希薄化効果を有しないため、

潜在株式調整後１株当たり当期

純利益の算定に含めなかった

潜在株式の概要

―

(注) ３ １株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当連結会計年度
(2025年３月31日)

(百万円)

純資産の部の合計額 43,180

純資産の部の合計額から控除する金額 916

（うち新株予約権） (250)

（うち非支配株主持分） (666)

普通株式に係る期末の純資産額 42,264

１株当たり純資産額の算定に用いられた

期末の普通株式の数 12,049千株

(百万円)

純資産の部の合計額 47,667

純資産の部の合計額から控除する金額 681

（うち新株予約権） (225)

（うち非支配株主持分） (455)

普通株式に係る期末の純資産額 46,985

１株当たり純資産額の算定に用いられた

期末の普通株式の数 11,982千株

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

(開示の省略)

重要性を鑑み、個別財務諸表は開示を省略しております。


